

































A  Study  on  Independence  of  Modern  Adolescents  (5):
The  Ego-­State  with  Permeability  Control  Power


























































































































































































































㗄⋡ Σ Τ Υ Φ Χ Ψ Ω Ϊ
ઁੱߩ⠨߃ᣇߢߪߥߊޔ⥄ಽߥࠅߦ⠨߃ߡޔ↢߈ߡ޿߈ߚ޿ .693 -.036 .024 .001 .000 -.055 -.006 .005
ઁੱߣ㆑ߞߡ޿ߡ߽ޔ⑳⥄りߩ⠨߃ᣇߪᄢಾߛ .681 -.018 -.054 -.021 -.067 .030 -.002 .018
⥄ಽߥࠄߢߪߩᅢߺ߿⠨߃ᣇ߇޽ࠆ .520 -.051 -.107 .028 .053 -.016 -.035 .046
ᖤߒߺޔᔶࠅߥߤߩᗵᖱࠍ⥄ಽߢ⪭ߜ⌕߆ߖࠆߎߣ߇ߢ߈ࠆ .511 .028 -.053 -.058 .005 -.016 .047 -.112
ߎࠇ߹ߢߦߪߎߛࠊࠄߕޔ⥄ಽ߇⦟޿ߣᕁߞߚߎߣࠍߒߡ޿ࠆ .448 .126 .030 -.060 .044 .151 .091 -.036
⥄ಽߥࠅߩଔ୯್ᢿߩၮḰࠍᜬߞߡ޿ࠆ .411 -.077 -.115 .067 -.080 .004 -.011 -.031
ઁߩੱ߇૗߆⸒ߞߡ߽ޔ⥄ಽߩᗧ⷗߇ᄌࠊࠄߥ޿ߎߣ߇ᄙ޿ .363 .098 -.314 .024 .205 -.096 .016 .100
⥄ಽ߇዁᧪૗ࠍߒߚ޿ߩ߆ߦߟ޿ߡ⠨߃ࠍ߽ߞߡ޿ࠆ -.067 .818 -.086 -.055 -.030 .027 .052 -.006
዁᧪ߩ⋡ᮡ߇ߥ߆ߥ߆ቯ߹ࠄߥ޿ .070 -.792 .078 .110 .083 .012 -.007 .050
⥄ಽߩ዁᧪ߩߎߣࠍࠃߊ⠨߃ߡ޿ࠆ .058 .742 .063 .056 .049 -.029 -.024 .034
዁᧪ߦኻߔࠆ⷗ㅢߒ߿⠨߃ࠍ߽ߞߡ↢ᵴߒߡ޿ࠆ .080 .685 .101 .140 .054 -.036 -.043 .018
๟ࠅߩੱߩᗧ⷗ߦᵹߐࠇ߿ߔ޿ -.049 .046 .793 -.014 -.022 -.074 .033 .005
◲නߦ๟࿐ߩੱߩᓇ㗀ࠍฃߌߡߒ߹߁ .053 -.026 .774 -.051 -.012 -.001 -.037 .108
⋧ᚻߩᗧ⷗ߦߔߋ⚊ᓧߒߡߒ߹߁ -.098 -.018 .675 .058 -.017 .031 -.121 .001
෹ߛߜߣ⼏⺰ߒߡ޿ࠆߣޔ⋧ᚻߩᣇ߇ᱜߒ޿ߣᕁߞߡߒ߹߁ -.176 -.006 .448 -.015 .027 .021 .028 -.044
ኅ߆ࠄ⥄┙ߔࠆߦߪ૗߇ᄢಾ߆ࠍ⍮ߞߡ޿ࠆ .096 .033 .055 .845 -.024 -.036 .037 .079
♖␹⊛ߦ⥄┙ߔࠆߦߪ૗߇ᔅⷐ߆ࠍ⍮ߞߡ޿ࠆ -.057 -.025 .000 .708 .153 .111 .050 -.077
৻ੱ᥵ࠄߒ߇߁߹ߊߢ߈ࠆߦߪ૗߇ᔅⷐ߆ಽ߆ߞߡ޿ࠆ -.052 -.028 -.019 .631 .060 .073 -.021 .096
ߤ߁ߔࠇ߫⚻ᷣ⊛ߦ⥄┙ߢ߈ࠆ߆ޔࠃߊಽ߆ࠄߥ޿ .052 -.021 .152 -.548 .310 .199 .084 .115
ߤࠎߥߦ࿎ߞߚ⁁ᘒߦߥߞߡ߽ޔ⑳ߪޔ⺕߆ߦޟഥߌߡޠߣߪ⸒޿ߚߊߥ޿ .069 -.007 -.101 -.158 .758 -.004 -.106 .001
⥄ಽߢߪߤ߁ߦ߽ߥࠄߥ޿ߩߦޔઁੱߦഥߌࠍ᳞߼ࠄࠇߥ޿ .034 -.091 .027 .023 .573 -.184 -.025 .023
ߤࠎߥߦ࿎ߞߡ޿ࠆᤨߢ߽ޔੱߦഥߌߡ᰼ߒ޿ߣ⸒߁ߩߪޔദജ߇⿷ࠅߥ޿ࠃ߁ߦᕁ߁ -.074 .152 .130 .099 .443 .030 -.086 .123
ੱߪޔ૗ࠍߔࠆߦ߽ޔઁੱߩഥߌࠍ୫ࠅߥ޿ߢߔ߻ࠃ߁ߦ㗎ᒛࠆߴ߈ߛߣᕁ߁ .045 -.025 -.019 .165 .435 .107 .145 .041
ⷫߪޔ޿ߑߣߥࠇ߫⑳ࠍഥߌߡߊࠇࠆ .163 .046 .049 -.019 -.360 .207 .073 .098
๟ࠅߩੱߣදജߒߡ‛੐ߦขࠅ⚵߻ߎߣ߇ߢ߈ࠆ -.056 -.041 -.038 -.051 -.051 .766 -.002 .021
๟ࠅߩੱߣࠃ޿㑐ଥࠍ⛽ᜬߔࠆߎߣ߇ߢ߈ࠆ -.028 -.012 -.059 .131 .026 .561 .046 -.079
⥄ജߢߪߤ߁ߒࠃ߁߽ߥ޿ߣⴕ߈⹣߹ߞߚᤨߦߪޔ⑳ࠍഥߌߡߊࠇࠆੱ߇޿ࠆߣᕁ߁ .077 .014 .025 -.050 -.241 .518 .037 .095
ઁੱߩ᳇ᜬߜࠍᕁ޿߿ࠆߎߣ߇ߢ߈ࠆ .062 -.018 .082 .031 .073 .380 -.052 -.164
⋧ᚻߩ᳇ᜬߜࠍኤߒߡޔㆡಾߥኻᔕ߇ߢ߈ࠆ .191 .087 .109 .110 .068 .314 -.107 -.159
૗߆ߦ᜸ᚢߔࠆߣ߆ޔ࿎㔍ࠍస᦯ߔࠆߎߣࠍ⠨߃ࠆࠃࠅޔੱߦ㗬ߞߡᭉߦㆊߏߒߚ޿ -.225 .023 -.172 .036 .113 .074 .782 -.056
㕙ୟߛߣᕁ߁ߎߣߪޔ⥄ಽߢ߿ࠆࠃࠅੱߦ߿ߞߡ᰼ߒ޿ߣᕁ߁ߎߣ߇ᄙ޿ .157 -.047 .067 -.019 -.111 -.034 .547 .118
᝹㒰߿ᵞữߥߤ⥄ಽߢߢ߈ࠆ߽ߩߢ߽ޔ⺕߆ߦ߿ߞߡ᰼ߒ޿ߣᕁ߁ .077 .034 -.048 -.011 -.125 .010 .466 .029
਎⹤ࠍ߿޿ߡߊࠇߡޔ⑳ࠍᭉߦߒߡߊࠇࠆੱ߇᰼ߒ޿ .094 -.033 .046 .027 -.078 .004 .433 .105
ⴕ੐ߩߣ߈ߥߤޔ⥄ಽ߆ࠄߪ૗߽ߒߥ޿ߎߣ߇ᄙ޿ .197 .021 .180 -.025 .041 -.304 .335 -.187
⥄ಽߢ߿ࠅ߆ߚࠍ⠨߃ࠆࠃࠅޔ⺕߆ߦᜰ␜ߐࠇߚߣ߅ࠅߦߔࠆᣇ߇ᅢ߈ߛ -.137 -.012 .298 -.013 .079 -.034 .327 -.062
⁁ᴫߦ޽ࠊߖߡᗵᖱࠍࠦࡦ࠻ࡠ࡯࡞ߔࠆߎߣ߇ߢ߈ߥ޿ -.042 -.023 -.032 .049 .097 -.020 .065 .777
෹ߛߜߦ㗬ࠅߔ߉ࠆ௑ะ߇޽ࠆ .183 -.069 .051 .032 .065 .092 -.002 -.540
ߟ޿ᗵᖱߦ߹߆ߖߡⴕേߒߡߒ߹߁ .127 -.035 .149 .040 .039 .030 .002 .489
࿃ሶ㑆⋧㑐 Σ Τ Υ Φ Χ Ψ Ω Ϊ
⁛⥄ᕈ .141 -.250 .329 .068 .248 -.021 -.105
዁᧪ዷᦸ .141 -.170 .402 -.142 .388 -.363 -.172
ᓇ㗀ฃߌ߿ߔߐ -.250 -.170 -.140 .132 -.094 .335 .107
⥄┙⹺⼂ .329 .402 -.140 .086 .358 -.246 -.272
⥄┙ߎߛࠊࠅ .068 -.142 .132 .086 -.217 .077 -.056
ኻੱද⺞ .248 .388 -.094 .358 -.217 -.368 -.200
߿ࠆ᳇ߥߐ -.021 -.363 .335 -.246 .077 -.368 .223
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型についても同じように10名以上の類型を基本
とした類型にCP優位のPC値高低を加えた。CP
優位については、PC値を含まない11名の類型で
因子得点の平均をみたところ興味深い結果であっ
たため、CP優位型　高は6名、CP優位型　低は5
名であったが、分析対象類型に加えている。
　自立・自律性因子ごとの類型間の比較について
検証してきたが自立・自律類型と考えられる類型
を自立・自律性因子で明確に説明しきれてはいな
い。その理由として、PC値を含む類型に分ける
ことで、類型別人数が小さくなったこと、我々の
自立・自律性尺度の信頼性・妥当性の検証が十分
ではないこと、などがあげられる。
　本研究の目的の一つに、自立・自律性に適切な
依存特性を加えて考えているが、因子分析におい
て、明らかに適切な依存と考えられる因子の抽出
が十分ではなく、更なる検討が必要である。
　これらの検討課題も含めて次項で、全体的考察
を試みる。
Ϭ　全体的考察
　菱田ら（2011）では、我々が作成した自立・
自律性尺度の7因子によって、各自立・自律類型
と想定したTEG類型が、どのような自立・自律
性の様相をした類型であるかを明らかにすること
を試みた。
　本研究では、目的の一つとして透過性調整力を
加えたエゴグラム類型が示す自立・自律類型の様
相を我々の自立・自律性尺度によって明らかにす
ること、透過性の高低によって，自立・自律性に
違いがあることを示すことにあった。
　PC値を含む類型を分析対象としたことで、分
析対象類型の数が多くなり、各類型の人数が少な
くなった。このことにより数多くの類型を統計的
に分析対象とできなくなるなどの課題は残ったも
のの、透過性調整力を含むエゴグラム類型を自
立・自律性尺度の8因子で説明を試み、興味深い
結果も得られた。
　各自立・自律性因子についての類型間の有意差
に注目したが、それによれば、「影響受けやすさ」、
「対人協調」、「やる気なさ」の各因子では、多くの
類型間で差が認められたが、「独自性」、「将来展
望」、「自立認識」、「自立こだわり」、「感情非統制」
の各因子では有意な差は殆ど認められなかった。
　我々が注目している、甘えや依存否定傾向（不
適切な依存）、適切な依存については、「やる気な
さ」、「自立こだわり」、「対人協調」、因子それぞ
れの内容にその意味するところが含まれていると
考えられるが、自立・自律性の要因として明らか
に立証するまでに至っていない。これらの因子に
ついて、TEG類型間の相違にも明らかな関連を
認めることが難しく、適切な他者依存に関して
は，更なる検討が必要である。
　成熟した大人の適切な依存性に向かう、青年の
適切な依存性を測る尺度については、引き続き検
討していく。
　Table 7、Table 8に示された結果は先に述べた
ように、慎重な読み取りが必要であるため、参考
程度の読み取りとすべきであるが、CP優位型の
示す傾向は興味深い。CPは、親などの養育者か
ら取り入れた批判的な自我状態であり、本研究の
「自立こだわり」因子の項目内容との関与が大き
いと考えられる。「CP優位　高」、「CP優位　低」
共に、将来展望があり、影響は受けやすくなく、
対人協調にたけている。「CP優位　高」は、加え
て、自立認識が高く、やる気があり、感情統制も
できている。「CP優位　低」は、加えて、独自性
が高い傾向を示した。PC高の類型には適応力の
高さが反映していると思われ、PC低は適応力が
低く、適応力の機能の働きが少ないことにより、
CPの自我状態の特性そのものが強く反映してい
る傾向とも思える。今後、検定も加え、より多く
の標本を対象として、CPの自我状態に注目しつ
つ、青年の自立・自律類型の検討を重ねたい。
　この他、各自我状態の特性と各自立・自律性因
子との関連がいくつか明らかとなった。
　その一つは、NPの自我状態である。TEG研究
会によれば、NPは「他人をいたわり、親切で寛
容的な他者肯定の構え」の自我状態であるが、「対
人協調」因子において、多くの類型に比べ、対人
協調力が高い結果を示した。読み取りに注意は必
要であるが、Table 8では、「NP優位型　高」は、
「自立こだわり」因子以外全ての因子の傾向を強
く示し、独自性があり、将来展望を持ち、影響は
受けやすくなく、自立認識を持ち、対人協調にた
けていて、やる気があり、感情統制ができている、
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好ましい自立・自律性傾向の高さを示した。NP
の自我状態は、他人に、思いやりのある優しさで
関わると考えられ、この結果を示したとも推測さ
れる。言い換えれば、自立・自律性の対人協調の
特性には、NPの自我状態の関与が大きく、この
自我状態を高くすることで対人協調の特性を獲得
できるとも考えられる。
　二つ目は、ACの自我状態である。TEG研究会
によれば、ACは「周囲に適応していく従順な自
我状態である。ACが高いと従順で、他人に依存
し、感化されやすい。周囲に合わせようとし過ぎ
るため、他人の言うことに左右されやすく、主体
性に欠ける」とし、すねる、ひねくれる、という
ような偽りの反抗を示す、とされている。この内
容は、「周りの人の意見に流されやすい」、「簡単
に周囲の人の影響を受けてしまう」、「相手の意見
にすぐ納得してしまう」などの「影響受けやすさ」
因子の特性と類似しており、「影響受けやすさ」
の心性には、ACの自我状態の働きが大きく関与
していると考えられる。「影響受けやすさ」因子
について、「AC優位型　低」は、適応力の効力
が低く、その影響を受けないため、ACの自我状
態の特性そのものが機能し、多くの自立・自律性
類型に比較して影響受けやすい特徴を示したので
はないかと考えている。ACの自我状態は、反抗
を含んだ従順性として、研究され、注目されてお
り、ACの高い自我状態は、非自立・非自律類型
の典型の一つとみなしてきたことが、この結果に
より支持されたと考えている。
　菱田ら（2011）では、FCの自我状態に注目し
たが、本研究では、青年の自立・自律にCPの自
我状態が働いていることが推測されたこともあ
り，CPの自我状態に注目しつつ、青年の自立・
自律性を更に調べたい。
　交流分析の研究では、NP,A,FC  の自我状態が
高く、CP,ACの自我状態が相対的に低い類型を
適応の効いた自立・自律類型としているが、青年
の自立・自律性は、大人の自立・自律性に向かう
ものであり、本研究で想定した自立・自律類型に
CP優位類型を加えることも検討したい。
　透過性調整力が高ければ、類型の特性に関わら
ず適応できるとする理論は、本研究の分析、検討
である程度明らかにされたものの、PC値の高低
類型の違いを類型間の比較では、ほとんど明らか
にすることはできなかった。引き続き検討、検証
が必要である。
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